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【【参考参考】】
原子力安全研修施設原子力安全研修施設

国内外の原子力関係の技術者、学生を対象とした人材育成の拠点として、原子力安全研修施
設を整備する。
【日本原子力発電】

○ 設置場所 敦賀市沓見
○ 施設内容
・研修・保修訓練棟（２階建て 約４，０００㎡）
（実習エリア、教育用シミュレータ、研修室、国際会議室等）

・宿泊棟（３階建 約１，８００㎡）
・運転訓練棟（敦賀２号機フルスコープシミュレータ）（平屋建 約１，７００㎡）

○ 研修施設の特徴
・安全文化、安全技術について机上研修と実習を組み合わせた体系的な研修
・世界最新鋭の機能を有するプラントシミュレータを活用した高度な研修
・通訳ブースを備え、国際会議にも対応

○ 受け入れ人数 約７，１００人日
○ 今後のスケジュール

２２年度 実施設計、建設工事着手
２３年度 建設工事
２４年度 運用開始

【国】
○ 施設整備に際して国の研修経験に基づく
情報提供

○原子力安全研修施設具体化計画書作成（平成21年9月17日）



広域の連携大学拠点の形成広域の連携大学拠点の形成
「もんじゅ」、「ふげん」等の研究施設と人材を活用し、特色のある原子力分野等の教育・

研究機能を充実するため、福井大学を中核に関西・中京圏等の大学との広域の連携大学拠点を
敦賀市に形成する。

【福井大学】
○「福井大学附属国際原子力工学研究所」を文京キャンパスに開設［２１年４月］

【敦賀市】
○平成２３年度中の完成を目標に、敦賀駅西地区において施設の建設工事に着手
（規 模） 約６，８００㎡（鉄筋コンクリート造り３階建て）
（スケジュール） ２２年度 建設工事

２３年度 建設工事完了
【国】
○「原子力に関する研究開発・人材育成拠点の形成」への支援（概算要求額：1.0億円）
○「原子力システム研究開発事業」により、研究開発への支援（概算要求額：5.9億円

[全国]）
○平成２３年度の敦賀キャンパス開設を目標に「高速増殖炉
サイクル技術研究開発推進交付金」を活用して敦賀市が行
う連携大学拠点の基盤整備への支援

【日本原子力研究開発機構】
○客員教授、特別研究員等を派遣するとともに、共同研究を
実施

○国際原子力工学研究所（所長；竹田敏一大阪大学名誉教授）の開設（平成21年4月1日）
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